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Suplatast tosilate reduces radiation-induced lung 

































ある LA-4 細胞を用いて検証した。LA-4 細胞を一定数播種し接着後、培地中にスプラタストト
シル酸塩を添加しその 2時間後に放射線 30Gyを照射し、照射 72時間後に細胞増殖能への影響
を検証した。結果としてスプラタストトシル酸塩は、放射線照射に伴う細胞増殖能の低下を濃度













した。C57BL/6 マウスを上記と同様に 3 群に分け、一定数のルイス肺癌細胞を側胸部に皮下接





スおよび DNA損傷を抑え細胞増殖能低下を抑制すること、また in vivoにおいても放射線照射
後の肺の酸化ストレスの軽減に引き続き炎症を抑え、組織学的な線維化を防ぎ生存率を向上させ
ることが示された。 
放射線照射により生じた ROSとこれに引き続く酸化ストレスは、サイトカインや成長因子の
産生を惹起し炎症や線維化を引き起こす。よって本研究で示された放射線肺障害の抑制効果は、
主としてスプラタストトシル酸塩の ROS消去作用によるものと考えられる。ただし DNA損傷
もサイトカインを誘導するため、スプラタストトシル酸塩の抗炎症・抗線維化作用には DNA損
傷の軽減も関与している可能性がある。 
スプラタストトシル酸塩の酸化ストレス抑制効果とこれに引き続く抗線維化作用は、放射線肺障
害だけではなく酸化ストレスが関与する他の病態においても有用な治療法となりうる。 
 
